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 全国産業安全衛生大会in名古屋 参加レポート 

 
第 82 回全国産業安全衛⽣⼤会が名古屋市「ポートメッセなごや」で開催され、今年度は会員組織から四

名が参加しました。今回はお⼆⼈の参加レポートを紹介いたします。 
 

情報労連北海道協議会 中川 裕美⼦ さん 

初⽇には、総合集会が⾏われ、開会式に始まり中災防会⻑賞等各種表彰、ゼロ災運動５０周年記
念講話のあとには会場内全員での指差し唱和や、スポーツ庁⻑官の室伏広治⽒による「スポーツで
未来を創る〜ライフパフォーマンスの向上のためにスポーツが果たす役割〜」と題した特別講演が
⾏われた。室伏⽒は、⼈間が⽣きていくうえで体を動かすことは⾮常に⼤事であることから⼈々が
「運動をしたい」という気持ちが⾼まるようにしていくのがスポーツ庁としての役割であり、そう
して健康が得られると仕事等の⽣産性向上につながると、スポーツの重要性を説いていた。私⾃⾝
はなかなかまとまった時間が取れないことを理由に⽇々の運動量はほぼ皆無といった状況であったが、
室伏⽒の講演を聞き、ウォーキングや階段利⽤などできることから運動を始めよう、雪が降る前にサ
イクリングに⾏こうと、スポーツのやる気スイッチがＯＮになった。 

また、最後にはエクササイズの時間があり、テレビでも紹介されていた室伏⽒考案の「紙⾵船トレ
ーニング」を⼀緒に実践できたのは収穫であった。これは⽇々取り組みたい。 

   ポートメッセなごや外観             第⼀展⽰館⼊⼝               指差し唱和 

 ２⽇⽬は、⼤会と同時開催の安全衛⽣保護具や機器等の総合展⽰会「緑⼗字展」の⾒学、その後、
数ある分科会の中から「メンタルヘルス・健康づくり・健康経営分科会」に参加した。その中の講演
「労働者における勤務状況・⽣活習慣とストレス及び⽣活習慣病の関係」（早稲⽥⼤学澤⽥教授他）
では、通勤における歩⾏時間と⾼⾎圧発症率の関係性、テレビ視聴時間と糖尿病発症率の関係等の意
外なデータ分析や、近年、座位⾏動＝座りっぱなしは健康を⼤きく損なうだけでなく死亡リスクの⾼
い⾏動であることが明らかになっており、特に⽇本⼈は座位⾏動が⻑いことから30分ごとに座位⾏動
を中断する「ブレイクサーティー」で数分ブレイクすることで疲れやストレスの軽減、⽣産性向上、
⼼⾝の健康保持につながるということを初めて知った。これも⽇々取り組みたい。 
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全国から多数の参加者          「パワハラ防⽌労働劇」の会場         働く⼈の安⼼づくりフェア「緑⼗字展」 

 
３⽇⽬は、「安全管理活動分科会」に参加。「ダイバーシティの推進に向けて〜⼥性の活躍の場

を広げる重量物改善」（⼩松製作所）、「⼥性特有の健康課題理解に関する研修の試み」（広島ガ
ス）など、男性にしかできない作業を⼥性ができるようにするため機械の開発、導⼊で業務⾃体に
男⼥差をなくすという職場づくりの実現事例は、まるで当たり前のようでなかなか着⼿するのは困
難であっただろうと察する。しかしながら誰でも対応できる職場環境構築を⼤変な努⼒や苦労をし
て実現している企業が存在していることに感銘を受けた。今後の職域拡⼤に寄与されるであろう。
また、パワハラ防⽌労働劇「⼤事な社員を会社嫌いにさせないために」 を観劇、⾝近に起きてい
そうな上司部下のパワハラ、そこから労働審判への発展事例に、今⼀度周囲の状況等を確認・把握
したい思いが湧いた。 

今回の⼤会は本当に規模が⼤きくほんの⼀部しか⾒ることができなかったが、新たな知⾒を広げ
⾒識を深めることができたと感じている。 
 
 

 
                                                
                                                
 

とてつもなく広い会場          名古屋はとても良い街でした♪        
 
 

         連合北海道 海野 淳 さん 
  

９⽉２７⽇（⽔）〜２９⽇（⾦）、名古屋市で開催された「全国産業安全衛⽣⼤会」に参加しまし
た。 

初⽇、開会式の前には、アトラクションとして愛知県内のエネルギー総合商社、⼤森⽯油グループ
の「⼤森⽯油⾳楽部 オーモリウインドアンサンブル」による歓迎演奏があり、威⾵堂々やグレンミラ
ーメドレーなど全４曲が演奏されました。当⽅、吹奏楽経験者であり、このアトラクションも今回の
楽しみの⼀つでしたが、⼤変素晴らしいハーモニーで、久々に⽣の吹奏楽を堪能することが出来まし
た。 
 開会式では、室伏広治スポーツ庁⻑官や⼤村秀章愛知県知事、河村たかし名古屋市⻑などからの祝
辞があり、開会式終了後は、「労働安全衛⽣⾏政の動向」と題して、厚⽣労働省労働基準局の美濃芳
郎安全衛⽣部⻑の講演、「スポーツで未来を創る〜ライフパフォーマンスの向上のためにスポーツが
果たす役割」と題して、室伏広治スポーツ庁⻑官の特別講演が⾏われました。 
 また、２⽇⽬・３⽇⽬は、１１の分科会で講演やシンポジウム、報告・特別報告などが⾏われまし
た。 
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その中から当⽅が参加したいくつかを以下に紹介します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
【ほめるコミュニケーションが⽣む職場の活⼒とモチベーション】 
 オフィスファイン代表 ほめる感動経営コンサルタントの中村早岐⼦さんによる、「ほめる」ことの
価値、職場（家庭も同様）において「ほめるコミュニケーション」が定着した際の効果、「ほめ達
（ほめる達⼈）」メソッドを取り⼊れた企業の事例紹介などの講演がありました。その中で、『私た
ちは「できていないところ」にフォーカスして、「できている」ところは当たり前としてスルーして
いないか、周りと⽐べるのではなく、本⼈の成⻑や成⻑する「兆し」を⾒つけてほめる、「ほめる」
とは、価値を発⾒して伝えること、認めることである。』という⾔葉が特に印象に残っております。
ほめるところの無い⼈はいない、短所に⾒えることも裏返せば⻑所に⾔い換えることができる（例え
ば「落ち着きがない」は「興味関⼼が豊か、活動的」、「空気を読めない」は「周りに流されない、
⾃分を持っている」など）、また、ほめることで⾃分⾃⾝の⼼も整えることができるということなの
で、意識して周りを「ほめる」ことを実践してみようと思っております。 
 
【外国⼈労働者に伝わる「やさしい⽇本語」のススメ】 
 ⽇本で働く外国⼈を対象にビジネスマナーやコミュニケーションの基本講座等を提供している、
(株)アカデミヤの朱宮裕⼦代表取締役から、外国⼈労働者との⾔葉の壁や「やさしい⽇本語」のコツ
などについて報告がありました。「やさしい⽇本語」は、外国⼈だけでなく、⾼齢者や⼦どもたちに
も分かりやすい⽇本語のことを指しており、「易しい」と「優しい」をかけて「やさしい⽇本語」と
ひらがなで表記されています。「やさしい⽇本語」のコツとして、①漢字にふりがなをつける、②⽂
節ごとにスペースを空けて書く、③簡単な語彙を⽤いる、④知っておいた⽅が良い⾔葉（例えば「保
険証」や「救急⾞」）はそのまま使う、⑤外来語・和製英語には注意する、⑥⽂末は統⼀する、⑦⽂
を短くする、⑧擬⾳語や擬態語は使わない、⑨ローマ字は使わない、⑩動詞は名詞化せずに動詞で使
う、⑪敬語は使わない、⑫⼆重否定や曖昧な表現は避ける、が紹介されていました。また「フォント」
を統⼀する（「き」や「さ」など）必要性についても説明がありました。「やさしい⽇本語」の取り
組みは、職場における⽇本⼈の新⼈指導にも活⽤できるとのことです。普段から周囲に対して「やさ
しい」⾔葉を使うことが出来るように⼼掛けることが、外国⼈にも伝わる「やさしい⽇本語」に必要
なことだと感じました。 
【コロナ禍だからこそ実現した地域にやさしい公共交通となるための認知症研修】 
 愛知県豊橋市にある豊橋鉄道(株)総務部の⾚川景⼦係⻑から、認知症研修及び認知症啓発の取り組
みについて報告がありました。認知症研修については、豊橋鉄道の全従業員を対象に「認知症サポー
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ター養成講座」と愛知県が独⾃で開発した研修プログラム「ONEアクション研修」を取り⼊れて実施
しているとのことです。 
「ONEアクション研修」とは、業務の特性に応じた認知症への対応を⾝に付け、⽇常の業務でさりげ
なく⽀援できるようになるための研修で、当初は県の⾼齢福祉課及び豊橋市から講師を派遣してもら
い社内講師の養成を順次⾏い、現在は⾃社内で４名の社内講師が研修を担当できるようになっている
とのことです。 

コロナ禍であっても社内で講師を養成できれば、少⼈数制で繰り返し研修を実施することが可能で
あり、また⾼齢化や運転免許証の返納等により鉄道やバスのニーズが⾼まる中、認知症への対応⼒を
向上することでお客さまの安⼼・安全に寄与し、接客マナー向上にもつながる可能性があることから
当該研修をスタートしたとのことですが、職務だけでなく認知症の家族介護など従業員⾃⾝にとって
も⾝近な問題であり、研修を受講した従業員からの評判も上々のようです。 

また、地域への認知症啓発の取り組みの⼀つとして「バスの来ないバス停プロジェクト」が紹介さ
れました。 

この取り組みは、豊橋市内のグループホーム４施設にグループ会社の豊鉄バスからバス停を寄贈し
たもので、施設にバス停を設置すると、認知症の⼊居者の⾃宅への帰宅願望が落ち着いたり、気持ち
が切り替わるのを助ける効果が期待されている認知症ケアの⼀つとなっており、ドイツでは数多くの
「バスの来ないバス停」が設置されているとのことです。 

本物のバス停を施設に設置する取り組みは国内でも例が無く、グループホームの⼊居者や職員から
当初の想定以上に喜ばれているとのことでした。報告の結びには、「認知症の⽅が住み慣れたまちで
安⼼して継続的に暮らせるまちづくりの⼀翼を担っていきたい。そして、認知症の⽅だけでなく、誰
もが安⼼して利⽤できる安全な鉄道会社として、永く地域に必要とされ続けるように事業活動を展開
したい。」と決意表明されていました。 

上記を含め、様々な充実したプログラムが⽤意 
されており、あっという間の３⽇間でした。 
「産業安全衛⽣⼤会」と聞くと難しそうな 

イメージを持ちますが、普段の仕事に役⽴つ講演や 
報告も多々あるので、皆さんも機会があればぜひ参 
加してみてください


